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大気電場計測による吹雪の帯電について
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We investigate snow electrification to discriminate between components of global electrical circuit and charged drifting snow.
For this study, we used field mill data in Syowa station and Memangetsu.

地球は、電離圏と大地との間で全休的な巨大球殻コンデンサーをなしており、宇宙線によってわずかに電離させられた
大気を通じてこのコンデンサーはたえず放電し、対地雷によって充電されている。この全球的電気回路はグローバルサー
キットと呼ばれ、大気電場及び世界中の全対地雷強度の測定により推進できると考えられている。しかしながら、大気
電場は僅かな大気汚染にも影響をうけるため大気汚染がない南極の測定結果を中心に研究を行いたいと考えるが、現地
では吹雪の帯電も観測のノイズ源となる。昭和基地における雪と大気電場の研究は古くからしばしば行われており、風
速が大きくなると kV/mのオーダーまで電場が大きくなる。昭和基地では雷雲がないことから、この吹雪は主たる大気
電場のノイズ源となる。それらを探るべく、吹雪の帯電と大気電場の関係を本研究のテーマとする。本講演では、南極・
昭和基地および女満別・地磁気観測所での観測結果について述べる。


